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報道関係者 
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国立民族学博物館 

広報企画会議長 園田 直子 

 

報道関係者と民博との懇談会のご案内 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 当館の広報活動につきましては、平素から格別のご支援をいただき誠にありがとうございます。 

 さて、当館における研究や展示など旬な話題をよりわかりやすくお伝えするために、標記懇談会を下

記のとおり開催いたします。 

 つきましては、ご多用のこととは存じますが、是非ご出席くださいますようご案内申し上げます。 

  

今回の懇談会については、館内の会議室での開催にあわせて、Web会議システム（ZOOM）でも配信を

行います。今回の懇談会は参加される方の確認のため、事前申込制とさせていただきますので、別紙の

報道関係者と民博との懇談会参加申込書に参加方法を記載の上、10月 19日（火）までにメールにてご

返信ください。 

来館での参加を希望される方は、本紙を印刷のうえ、自然文化園窓口でご提示ください。同園内を無

料でご通行いただけます。 

敬具 

記 

日 時：令和 3年 10月 21日（木）15:30 ～ 第１会議室 

○主な話題 

・館員の受賞「第 36 回大同生命地域研究奨励賞」受賞について 

(話者：本館准教授 上羽 陽子、本館准教授 小野 林太郎、本館准教授 川瀬 慈) 

 

・公開講演会「流動化する家族のかたち――少子高齢社会を文化人類学から考える」 

 (話者：本館准教授 松尾 瑞穂) 

 

・最新の研究紹介『中東・イスラーム世界への 30の扉』(話者：本館教授 西尾 哲夫) 

  

・最新の研究紹介『躍動するインド世界の布』(話者：本館准教授 上羽 陽子) 

 

・特別展「ユニバーサル・ミュージアム  ―― さわる！“触”の大博覧会」 

関連イベント及び書籍の紹介(話者：本館准教授 広瀬 浩二郎) 
 

 

※話題の詳細につきましては、別紙「話題一覧」をご参照ください。 



 

 

 

 

 

報道関係者と民博との懇談会参加申込書 

 

 

 
報道関係者と民博との懇談会に、 

 

 

ZOOMにて参加する           来館して参加する 

 

 

 

貴社名                     

 

御職名                     

 

御氏名                     

 

メールアドレス(ZOOM参加者のみ) 

 

                            

（こちらのアドレスに ZOOMのミーティング用 URLを送付させて頂きます。） 

 

【ZOOMについて】 

・ZOOM参加メールは後日に配信いたします。メールに ZOOMのミーティング用 URLが記載

されていますのでご確認ください。 

・10 月 21 日（木）15:15 から接続開始となりますので、参加メールに記載の URL からミ

ーティングルームにお入りください。 

※事前に ZOOMアプリのインストールをお願いします。 

※懇談会開始時に参加者全員に強制ミュートをかけさせていただきますのでご了承くだ

さい。 

※懇談会中のミュート設定をオンにし、音声が出ないようにお願いします。 

  質問や発言したい場合、ミュートをオフにしていただければ司会者が指名いたしますの

でお話しください。 

  多数の方が参加されますので、不適切な発言など進行に不具合が生じる行動を取られる

方は司会者により退室いただく場合がございますのでご了承ください。 

 

【来館について】 

・第１会議室では人数を制限させていただいております。収容人数を超過した場合、別の

部屋から ZOOMでの参加となる場合もございます。ご了承ください。 



 
報道関係者と民博との懇談会 話題一覧 

2021 年 10 月 21 日(木)15:30～17:15  懇談会 
            ※話題の内容は予定ですので、変更する場合もございます。 

 

１． 挨拶 

 

２． ニュースリリース 

●みんぱくの最新情報と今後３カ月の行事をご案内いたします。 

 

３． 館員の受賞「第 36 回大同生命地域研究奨励賞」受賞について 

当館教員3名が、公益財団法人 大同生命国際文化基金の設ける「大同生命地域研究奨励賞」を受賞

しました。受賞内容と最新の研究成果等について、各教員よりご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

４． 公開講演会「流動化する家族のかたち――少子高齢社会を文化人類学から考える」 

本講演会では、ヨーロッパと南アジアで、少子化や高齢 

化と向き合っている現代家族の輪郭が変動的であることに 

注目し、家族のかたちが流動化しつつあることについて考 

えます。産み・育て・食べさせ・世話し・介護する、生存 

の空間としての家族の、現代世界におけるあり方について 

考えていきます。同じ観点から、感染症や震災に対面した 

家族に起こっていることについて討論します。 

日  時：2021年11月12日（金）18：30－20：40（開場17：30） 

会  場：日経ホール（東京都千代田区大手町1-3-7日経ビル3F） 

主  催：国立民族学博物館、日本経済新聞社  

定 員 ：300名（要事前申込み／先着順） 

参加費：無料 

 

 

― 吉田 憲司 (館長) ― 

副館長/民族文化研究部 教授)― 

 
― 園田 直子 (議長) ― 

副館長/民族文化研究部 教授)― 

 

― 小野 林太郎 (学術資源研究開発センター 准教授) ― 

 

― 上羽 陽子 (人類文明誌研究部 准教授) ― 

 

― 川瀬 慈 (人類基礎理論研究部 准教授) ― 

 

― 松尾 瑞穂 (超域フィールド科学研究部 准教授) ― 

 



 

５． 最新の研究紹介 

『中東・イスラーム世界への 30 の扉』       

(西尾哲夫、東長靖 編著／ミネルヴァ書房) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『躍動するインド世界の布』       

(上羽陽子、金谷美和 編／昭和堂) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 西尾 哲夫 (グローバル現象研究部 教授) ― 

 

― 上羽 陽子 (人類文明誌研究部 准教授) ― 

 



 

６． 特別展 「ユニバーサル・ミュージアム ―― さわる！“触”の大博覧会」 

関連イベント及び書籍の紹介 

特別展「ユニバーサル・ミュージアム ―― さわる！“触”の大博覧会」に関連するイベントや書籍

についてご紹介します。 

●研究公演 「身体で聴く『土の音』――触れて打つ、揺らして拡げる」 

日  時  2021 年 11月 13 日（土）13：30－15：15 

参加方法  会場参加 みんぱくインテリジェントホール（講堂）（定員160名） 

オンライン（ライブ配信）（定員300名） 

※要事前申込、先着順、参加無料（会場参加は要展示観覧券） 

●絵本『てんじつきさわるえほん 音にさわる――はるなつあきふゆをたのしむ「手」』  

(広瀬浩二郎：作 日比野尚子：絵／偕成社) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ 

国立民族学博物館 総務課 広報・IR係 

電話:06-6878-8560(直通) Fax:06-6875-0401 Mail:koho@minpaku.ac.jp 

― 広瀬 浩二郎 (学術資源研究開発センター 准教授) ― 

 


